
【目的】
よりよい食事の提供、食事改善と向上を図るため嗜好調査を実施しました。

【実施年月日】
入院患者様：2025年7月22日（火）～7月26日（土）

【調査方法】
アンケート用紙に記入または聞き取り調査にて行いました

【対象者】
入院患者様　70名（男性35名,女性35名）

    平均年齢76.3歳（男性70.9±14.7歳、女性81.7±12.0歳）                         

【結果】

１．食事の量について ２．味付けについて

３．食事を残すときの理由について ４．総合評価

5．ご意見・ご要望・ご感想

＜頻度や回数を増やして欲しいメニュー＞　　 ＜量について＞

・甘辛い魚の煮付けが食べたい ・朝にあと一品欲しいです

・ステーキが食べたい ・お味噌汁などの量が少なすぎる

・毎食汁物を付けて欲しい ・入院当初は完食できなかったが、

　体調が落ち着くにつれ毎回完食できるようになった

＜味について＞ ＜感想・その他＞

・味付けが好みではない ・清潔に感じます

・たまに味が薄いため醤油をかけたいときがある ・料理に心くばりが感じられて美味しく頂いている

・メインに魚料理が多いのは良いことだが、 　感謝！デザートも大きな楽しみ！

　もっと美味しく調理して欲しい ・野菜の名前が分かると良い（キザミ食の方）

・病院食だからこれでいいと思う
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アンケートの御協力ありがとうございました
今回の結果を参考に今後もよりよい食事を患者様に提供できますよう努めてまいります


